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今
回
は
久
し
ぶ
り
の
日
帰
り
旅
行
、

そ
れ
も
支
部
結
成
20
周
年
記
念
の
行

事
で
す
。
行
く
先
は
若
狭
の
三
方
五

湖
。
数
日
前
か
ら
近
畿
地
方
に
、
す

ご
い
台
風
が
や
っ
て
く
る
と
大
騒
ぎ

で
し
た
ね
。
の
ら
り
く
ら
り
、
進
む

方
向
も
わ
か
ら
な
い
。
皆
さ
ま
も
心

配
さ
れ
た
事
で
し
ょ
う
。

９
月
５
日
の
朝
に
は
台
風
は
何
処

へ
行
っ
た
の
？
こ
ん
な
事
は
初
め
て

で
し
た
ね
。
私
た
ち
も
９
月
５
日
ギ

リ
ギ
リ
に
皆
さ
ん
に
お
配
り
す
る
、

お
菓
子
の
買
い
出
し
、
袋
詰
め
。
ビ
ー

ル
、
お
茶
。
そ
れ
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
の
準
備
に
大
忙

し
で
し
た
。

９
月
６
日
当
日
は

晴
天
、
真
夏
の
様
な

暑

さ
。
午

前
４
時

「
今
日
は
朝
か
ら
私

の
家
は
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
忙
し
さ
」

笠
置
シ
ズ
子
の
歌
を
思
い
出
し
ま
し

た
。日

頃
の
組
合
員
さ
ん
の
行
い
の
賜

物
で
す
。
桂
西
口
で
皆
様
の
顔
を
見

て
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。

洛
西
境
谷
大
橋
～
阪
急
桂
西
口
～

鯖
街
道
～
熊
川
宿
～
三
方
五
湖
レ
イ

ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
。
絶
景
を
望
む
素
晴

ら
し
く
美
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

若
狭
美
浜
「
千
鳥
苑
」
で
昼
食
バ

イ
キ
ン
グ
。
人
気
Ｎ
Ｏ
１
で
は
な
い

か
と
思
う
「
特
大
エ
ビ
フ
ラ
イ
」
。

大
き
な
コ
ロ
ッ
ケ
・
ポ
テ
サ
ラ
・
イ

カ
そ
う
め
ん
？
・
野
菜
サ
ラ
ダ
・
デ

ザ
ー
ト
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ス
ー
プ
、
食

べ
応
え
有
り
で
し
た
。
美
味
し
か
っ

た
よ
。
覚
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
沢
山
の
お
料

理
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。帰

り
の
バ
ス
の
中

で
は
、
い
ろ
ん
な
ゲ
ー

ム
で
大
盛
り
上
が
り
。

賞
品
も
有
り
、
歌
も

た
く
さ
ん
歌
い
ま
し

た
。お

し
ゃ
べ
り
上
手

な
添
乗
員
さ
ん
の
福
島
さ
ん
と
組
合

員
の
福
島
さ
ん
「
Ｗ
福
島
さ
ん
」
の

話
が
面
白
く
て
「
吉
本
の
芸
人
さ
ん
」

み
た
い
で
、
賑
や
か
で
、
少
々
う
る

さ
い
ぐ
ら
い
楽
し
か
っ
た
。

私
た
ち
、
シ
ル
バ
ー
の
た
め
、
ト

イ
レ
休
憩
を
何
度
も
取
っ
て
く
だ
さ
っ

た
事
は
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事

に
日
帰
り
旅
行
を
終
え
ら
れ
た
こ
と

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
を
お
楽
し
み
に
！（

中
須
洋
子
）

（
三
方
五
湖
・
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

西
京
支
部
結
成
20
周
年
記
念
旅
行

三
方
五
湖
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン
に
行
き
ま
し
た

フ
ァ
ー
後
期
高
齢
者
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
や
っ
ぱ
り

身
体
が
し
ん
ど
く
な
っ
て

来
た
な
あ
と
、
た
め
息
が

出
ま
す
▼
「
歳
は
取
り
止
め
ら
れ
む
」

「
一
年
は
皆
平
等
に
過
ぎ
て
行
く
」

と
言
わ
れ
続
け
て
今
日
に
き
ま
し
た
。

食
欲
良
好
な
の
は
嬉
し
い
で
す
が
・
・

身
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛
く
な
り
医
者

通
い
に
な
り
ま
し
た
▼
今
一
番
困
っ

て
い
る
の
が
眠
り
が
浅
い
事
で
す
が
、

し
か
し
運
動
が
大
切
と
言
わ
れ
て
両

膝
シ
ッ
プ
し
て
足
の
先
を
上
げ
一
日

30
分
歩
く
ヨ
ガ
ス
ト
レ
ッ
チ
を
週
３

回
自
前
で
行
う
▼
欲
を
言
っ
て
も
き

り
が
な
い
の
で
愚
痴
は
こ
れ
く
ら
い

で
や
め
て
楽
し
み
を
求
め
っ
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
に
負
け
な
い
体

力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
小
島
志
津
子
）

窓

梅丈岳・山頂の展望台にて 写真：福島百合子さん



９
月
６
日
金
曜
日
。
洛
西
境
谷

大
橋
西
詰
め
集
合
で
出
発
し
た
の

が
午
前
７
時
30
定
刻
で
し
た
。
次

の
集
合
場
所
は
阪
急
桂
西
口
、
出

発
は
７
時
50
分
頃
で
し
た
。
９
号

線
西
大
橋
を
渡
り
、
川
端
通
り
を

北
上
、
大
原
街
道
（
鯖
街
道
）
に

入
り
、
八
瀬
・
大
原
・
滋
賀
途
中
・

花
折
れ
峠
・
朽
木
市
場
へ
。
朽
木

市
場
の
道
の
駅
で
休
憩
。
保
坂
か

ら
熊
川
宿
へ
、
運
転
手
さ
ん
の
サ
ー

ビ
ス
で
熊
川
宿
の
宿
場
町
に
入
っ

て
下
さ
り
、
街
並
み
を
車
窓
か
ら

見
物
。
２
７
号
線
で
若
狭
町
へ
。

「
三
方
五
湖
」
は

三
方
湖
・
水

月
湖
・
菅
湖
・
久
々
子
湖
・
日
向

湖
の
5
つ
の
湖
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

三
方
五
湖
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
イ
ン

は
、
福
井
県
三
方
郡
美
浜
町
笹
田

か
ら
同
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
田

井
に
至
る
、
一
般
県
道
、
を
言
い

ま
す
が
、
か
つ
て
は
有
料
道
路
で

し
た
。
今
は
山
頂
へ
の
一
部
区
間

だ
け
が
有
料

で
す
。

梅
丈
岳
は

常
神
半
島
の

付
け
根
の
山
で
、
標
高
４
０
０
メ
ー

ト
ル
、
山
頂
公
園
へ
は
リ
フ
ト
と

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
敷
設
さ
れ
、
楽

に
上
が
れ
ま
し
た
。
山
頂
展
望
は

素
晴
ら
し
く
、
南
面
は
目
の
前
に

水
月
湖
、
そ
の
向
こ
う
に
菅
湖
。

三
方
湖
が
望
め
ま
し
た
。
北
面
は

若
狭
湾
か
ら
日
本
海
の
眺
望
で
す
。

素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
し
た
。
12

時
頃
、
山
頂
か
ら
昼
食
の
場
所
の

美
浜
の
千
鳥
苑
に
向
か
い
ま
し
た
。

千
鳥
苑
の
昼
食
は
バ
イ
キ
ン
グ

で
、
食
事
・
ビ
ー
ル
・
デ
ザ
ー
ト

な
ど
、
食
べ
放
題
。
飲
み
放
題
で
、

満
腹
し
ま
し
た
。

帰
り
道
で
「
敦
賀
さ
か
な
街
」

に
立
ち
寄
り
、
皆
さ
ん
、
お
買
い

物
を
さ
れ
ま
し
た
。

敦
賀
か
ら
１
６
１
号
線
で
国
境

ス
キ
ー
場
を
通
り
マ
キ
ノ
の
「
メ

タ
セ
コ
イ
ア
並
木
」
の
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
休
憩
。
予
定
で
は
湖
西
道
路

か
ら
京
都
へ
の
道
で
し
た
が
、
渋

滞
を
避
け
る
た
め
、
今
津
か
ら
往

き
に
通
っ
た
３
０
３
号
線
に
入
り
、

小
浜
へ
。

い
よ
い
よ
ミ
ス
テ
リ
ー
ド
ラ
イ

ブ
で
す
。
小
浜
か
ら
１
６
２
号
線

（
周
山
街
道
）
に
入
り
、
「
道
の

駅
名
田
庄
」
で
休
憩
、
こ
の
時
、

た
し
か
午
後
５
時
頃
で
し
た
。

ガ
イ
ド
の
福
島
さ
ん
は
、
い
ま

は
亡
き
、
高
石
友
也
の
ナ
タ
ー
シ
ャ

セ
ブ
ン
の
話
を
し
ま
し
た
。
宵
々

山
コ
ン
サ
ー
ト
に
通
っ
て
い
た
私

は
「
名
田
庄
村
」
の
ナ
タ
ー
シ
ャ

セ
ブ
ン
！
・
・
・
。

堀
越
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、
美

山
へ
。
そ
う
か
、
帰
り
は
周
山
街

道
。
安
掛
大
橋
か
ら
深
見
ト
ン
ネ

ル
、
そ
し
て
周
山
。
栗
尾
ト
ン
ネ

ル
・
笠
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
高
雄

へ
？
と
思
い
き
や
。

美
山
静
原
か
ら
府
道
１
９
号
線

で
佐
々
江
か
ら
日
吉
へ
、
そ
し
て

園
部
Ｉ
Ｃ
で
京
都
縦
貫
道
に
乗
り
、

洛
西
へ
、
こ
れ
は
早
い
。
境
谷
大

橋
に
は
午
後
７
時
前
に
は
着
き
ま

し
た
。

運
転
手
さ
ん
、
ガ
イ
ド
さ
ん
。

藤
原
支
部
長
を
始
め
、
記
念
旅
行

実
行
委
員
の
方
々
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。
（
大
橋
歳
彦
）
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梅
丈
岳
か
ら
の
絶
景
に
感
激
！
バ
イ
キ
ン
グ
で
満
腹
！

梅丈岳からの展望・手前に水月湖、奥に見えるのが三方湖です

千鳥苑のバイキング会場

敦賀の「さかな市場」にて



藤
井
英
子
さ
ん
、
と
う
と
う
お

別
れ
で
す
ね
。
永
い
年
月
で
し
た
。

二
十
歳
で
京
都
で
出
会
い
、
そ

れ
か
ら
ず
ー
と
今
ま
で
一
緒
で
し

た
ね
。

京
都
市
立
看
護
短
大
・
京
都
市

立
病
院
・
年
金
者
組
合
・
・
・
。

結
婚
・
子
育
て
・
保
育
所
作
り
。

そ
し
て
最
後
に
看
護
短
大
潰
し
が
・
・
。

年
金
者
組
合
で
大
き
な
出
来
事

は
、
「
女
性
の
会
」
づ
く
り
で
し

た
。
英
子
さ
ん
は
西
京
支
部
か
ら

「
準
備
会
」
に
参
加
さ
れ
、
「
女

性
の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

英
子
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。
こ
ん
ち
ゃ
ん
、
ゆ
っ
く
り

・

・

休
ん
で
ね
。

私
も
身
体
の
中
の
骨
が
一
本
ど

こ
か
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
感
じ
が

続
い
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
こ
か
で
、
近
々
か
。

２
０
２
４
年
９
月
５
日

昨
年
11
月
、
強
い
頭
痛
で
入
院
。

径
２
㎝
程
の
脳
出
血
に
よ
る
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
径
５

～
６
㎝
の
腫
瘍
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
治
療
に
よ
り
、
頭
痛
は
軽
減

さ
れ
ま
し
た
が
、
後
者
は
「
積
極

的
な
治
療
が
困
難
な
た
め
、
経
過

観
察
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

若
い
頃
か
ら
登
山
・
卓
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
多
方
面
に
友
人

を
作
り
な
が
ら
、
平
和
と
民
主
主

義
の
諸
団
体
の
活
動
に
邁
進
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
し
た
い
こ
と
は
沢

山
お
有
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
病
魔
に
は
勝
て
ず
、
最

後
は
孫
さ
ん
達
、
沢
山
の
家
族
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
旅
立
っ
て
行
か

れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
私
た
ち
は
貴

兄
の
築
い
て
こ
ら
れ
た
諸
活
動
を

引
き
継
い
で
前
進
さ
せ
て
行
く
こ

と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。
静
か
に
、

に
こ
や
か
に
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

合
掌

２
０
２
４
年
８
月
16
日

中
路
さ
ん
の
息
子
さ
ん
と
私
の

息
子
が
同
級
生
で
、
政
美
さ
ん
と

は
40
年
以
上
の
お
付
き
合
い
で
す
。

地
域
で
の
要
求
活
動
を
一
緒
に
し

た
り
、
樫
原
共
産
党
後
援
会
の
畑

「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
」
で
野
菜

作
り
や
収
穫
、
懇
親
会
な
ど
で
は

中
心
に
な
っ
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

病
気
が
あ
っ
て
も
積
極
的
に
動

か
れ
、
お
も
ち
つ
き
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
調
理
な
ど
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
手
足
が
動
か
し
に
く
く
な
っ

て
、
バ
ザ
ー
で
の
衣
服
の
試
着
さ

れ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
な
あ
と
思

い
出
し
ま
し
た
。

夫
の
米
造
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
、
身
体
状
況
が
悪
く
施
設
入

所
さ
れ
何
回
か
訪
問
し
ま
し
た
。

亡
く
な
る
3
日
前
に
面
会
で
は
寝

て
お
ら
れ
声
を
か
け
る
だ
け
で
し

た
。
天
国
で
米
造
さ
ん
と
旅
行
し

て
下
さ
い
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

２
０
２
４
年
８
月
31
日
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おしゃべりサロンご案内

西京支部女性の会も平均年齢78.5才と高

齢化が進んでいます。話し相手がほしい、

話を聞いてほしい等さまざまな思いをかか

えておられます。そこで月１回を目標にお

しゃべりサロンを開くことにしました。

第１回 ９月１７日（火）１０時半～１５時

第２回１０月１８日（金）１０時半～１５時

（10月から毎月第3金曜日を定例にします）

場所 ユーコート106号 大橋照代宅

費用 昼食代５００円程度 弁当持参可
送迎 必要な方は連絡下さい

内容 ゆったりとおしゃべりしたり、ビデ

オを見たり、歌を歌ったり、話を聞いたり、

ちよっと料理をしたり、昼寝をしたり、

一日を楽しく過ごしましょう。どなたでも

お気軽にどうぞ。

担当者 大橋照代（３３１-３２７３）

中須洋子（３９４-６５４８）

準備の都合上、参加の方は事前に

ご連絡下さい。

京の街歩き ご案内
昔からの京の庶民の楽しみは縁

日。南の東寺弘法さんに対して、
北は北山、大原、嵯峨の農民庶民
を集め、また学問の神として祭ら
れる北野の天神さんの縁日を楽し
みます。そして、秀吉の造った京
廻りの土塁“御土居”。延長は22.
5㎞。東は鴨川、北は鷹ケ峯、西は
紙屋川、南は九条辺りまでと言われる。その一部、紙屋川辺り
見学。歴史をしのび、青もみじの下でお茶を味わいます。
北野大社の北門へ抜け、隣接する平野神社(時期は違います

が桜で有名)を経て白梅町に下りイズミヤで昼食とします。
雨天の時は中止します。

日時：１０月２５日(金)
①午前１０時阪急桂駅改札前に集合

又は
②午前１０時１０分阪急西院駅改札昇る正面に集合

費用：１２００円(御土居入場料・お茶券)
他に昼食１０００円程度。敬老乗車証必携

訃

報

藤
井
英
子
さ
ん

（
85
歳
・
桂
徳
）

２
０
２
４
年
８
月
７
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

報

近
藤
英
夫
さ
ん

（
77
歳
・
桂
徳
）

２
０
２
４
年
７
月
23
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

報

中
路
政
美
さ
ん

（
81
歳
・
桂
川
）

２
０
２
４
年
８
月
27
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

報

河
合
正
臣
さ
ん

（
87
歳
・
桂
川
）

２
０
２
４
年
８
月
14
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
井
英
子
さ
ん
を
偲
ん
で

小
島
淳
子

追
悼

河
合
正
臣
さ
ん

大
野
研
而

中
路
政
美
さ
ん
を
偲
ぶ

藤
原
敏
子



８
月
の
お
誕
生
会
は
18
名
中
、

女
性
７
名
、
男
性
３
名
。
10
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
は
満
員
。
部

屋
の
中
が
あ
つ
く
な
り
ま
し
た
。

支
部
長
の
挨
拶
で
は
、
物
価

高
に
苦
し
む
年
金
者
が
置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
る
。
年
金
を
引

き
上
げ
る
た
め
に
年
金
者
組
合

は
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

女
性
の
方
々
の
お
話
し
は
。

日
頃
の
生
活
や
家
族
の
こ
と
な

ど
楽
し
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
上
野
清
恵
さ
ん
は

93
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
お
元
気
な
お
姿
に
感

動
し
ま
し
た
。

新
宮
さ
ん
の
「
レ
ッ
ツ
脳
ト

レ
」
も
楽
し
か
っ
た
し
、
コ
ー

ヒ
ー
と
美
味
し
い
ケ
ー
キ
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
山
田
房
子
）

誕
生
会
開
催
の
８
月
26
日
は
立

春
か
ら
の
２
１
０
日
目
に
近
く
、

古
来
台
風
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
御
多
分
に
漏
れ
ず
、
台
風
10

号
が
九
州
南
に
近
づ
い
て
お

り
、
し
か
も
大
型
。
成
り
行

き
が
心
配
で
し
た
が
、
京
都

は
晴
れ
の
酷
暑
で
高
齢
者
は

外
出
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

８
月
誕
生
対
象
者
18
名
中
10

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

藤
原
支
部
長
挨
拶
で
は
、

現
在
テ
レ
ビ
等
で
た
れ
流
し

さ
れ
て
い
る
自
民
党
総
裁
選

が
裏
金
問
題
解
決
、
金
権
腐

敗
政
治
一
掃
に
背
を
向
け
た

コ
ッ
プ
の
中
の
嵐
に
過
ぎ
な

い
と
批
判
。
世
論
は
自
民
党

政
治
の
終
焉
を
求
め
て
い
る

と
。
ま
た
20
～
23
日
開
催
さ

れ
た
芸
大
跡
地
に
つ
い
て
考

え
る
「
洛
西
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
洛
西
の
地
で

成
功
裏
に
終
わ
っ
た
こ
と
等

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

誕
生
会
は
参
加
者
の
自
己

紹
介
で
、
人
生
を
振
り
返
っ
て
の

感
想
や
近
況
、
健
康
状
態
等
に
つ

い
て
和
や
か
に
歓

談
、
話
し
合
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、

脳

ト

レ

ク
イ

ズ

（
問
題
提
出
新
宮
）
、

歌
声
（
歌
唱
指
導

山

本

、

最
後

は

「
か
け
が
い
の
な

い
人
生
を
」
の
歌

で
）
、
記
念
撮
影
。

15
時
過
ぎ
に
終
了

し
ま
し
た
。

（
市
村
恒
人
）
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池
島
三
千
江
さ
ん
（
桂
坂
）

尾
池

惺
さ
ん

（
上
里
）

川
村
雅
美
さ
ん

（
境
谷
）

黒
住
ひ
か
る
さ
ん
（
新
林
）

坂
下
三
良
さ
ん

（
竹
里
）

武

泰
子
さ
ん

（
松
尾
）

阿
部

泉
さ
ん

（
松
尾
）

林
田
広
子
さ
ん
（
嵐
山
東
）

松
崎
満
里
子
さ
ん
（
境
谷
）

10
月
生
ま
れ
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

安
宅
明
子
さ
ん

（
松
陽
）

市
村
恒
人
さ
ん

（
桂
東
）

大
橋
歳
彦
さ
ん

（
福
西
）

河
合
幸
子
さ
ん

（
新
林
）

高
間
恵
子
さ
ん

（
川
岡
）

田
口
和
子
さ
ん

（
新
林
）

谷
山
喜
代
美
さ
ん
（
樫
原
）

長
尾
文
雄
さ
ん

（
福
西
）

中
田
洋
子
さ
ん

（
松
尾
）

成
宮
真
理
子
さ
ん
（
桂
川
）

森
脇
健
二
さ
ん

（
樫
原
）

八
木
定
子
さ
ん

（
福
西
）

幸

陶
一
さ
ん

（
福
西
）

四
辻
隆
雄
さ
ん

（
桂
坂
）

９
月
生
ま
れ
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

９月のお誕生会

日時：９月２３日（月）13:30～15:30

場所：「ほっこりサロン」

新山陰街道三ノ宮・ハイツ三宮一階

交通：市バス 西２・西５・西６・西８

（バス停）三ノ宮街道 下車

１０月のお誕生会

日時：１０月２８日（月）13:30～15:30

場所：「ほっこりサロン」

年金者組合西京支部

９
３
歳
の
上
野
清
恵
さ
ん
の
元
気
な
お
姿
に
感
動

八
月
お
誕
生
会

当面の日程

9/16（月）第6回支部委員会 13:30～

9/21（土）ピースウオーク２２ 9:45 桂、巽公園集合

9/22（日）2024年金一揆 ラボール 13:30～

9/23（月）9月誕生会 ほっこりサロン13:30～

9/29（日）西京支部年金フェスタ 13:30～16:30

西京区役所会議室

10/02（水）府本部執行委員会 教文センター 13:00～

10/07（月）女性の会役員会 10:30～ほっこりサロン

第7回支部委員会 13:30～ほっこりサロン

10/12（土）第23回京都高齢者大会 ラボール京都 13:00～

10/14（月）マイナカード・保険証学習会 13:30～

10/20（日）傘寿を祝う会 樫原公会堂 10:00～12:00

10/21（月）第8回支部委員会 13:30～

10/25（金）京の街歩き 北野天神

10/28（月）10月誕生会 ほっこりサロン 13:30～

マイナカード・保険証 学習会
日時：１０月１４日（月）１３:３０～１５：３０
会場：洛西支所会議室（予定）
講師：京都保険医協会事務局 浜松 章さん

～どうなる紙の保険証～
政府は紙の保険証を無くし、マイナンバーカードに保険

証の機能を持たせると言っています。
お友達にも呼びかけ、この学習会に参加しましょう。

会場の確認は支部役員又は 090-9208-4437 山本まで

主催：年金者組合西京支部



今
年
傘
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
る

方
々
は
、

・
塩
見
美
子
さ
ん
（
長
岡
京
）

し
お
み
よ
し
こ

・
大
野
研
而
さ
ん
（
新
林
）

お
お
の
け
ん
じ

・
武
野
清
恵
さ
ん
（
境
谷
）

た
け
の
き
よ
え

・
吉
村
燎
子
さ
ん
（
松
尾
）

よ
し
む
ら
と
も
こ

・
服
部
真
貴
子
さ
ん
（
桂
坂
）

は

っ
と
り
ま
き
こ

・
幸

良
さ
ん
（
新
林
）

こ
う
ま
こ
と

・
進
藤
恒
嘉
さ
ん
（
川
岡
東
）

し
ん
ど
う
つ
ね
よ
し

・
幸

陶
一
さ
ん
（
福
西
）

ゆ
き
す
え
か
ず

・
市
村
恒
人
さ
ん
（
桂
東
）

い
ち
む
ら
つ
ね
と

・
廣
岡
冨
美
子
さ
ん
（
新
林
）

ひ

ろ
お
か
ふ
み
こ

の
10
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

傘
寿
を
祝
う
会
は

日
時
・
２
０
２
４
年
10

月
20

日

（
日
）
午
前
10
時
～
12
時
半

傘
寿
の
方
々
の
ご
友
人
を
始
め

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
々
は
10
月
10
日

（
日
）
ま
で
に
支
部
役
員
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

会
場
・
樫
原
公
会
堂

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
傘
寿
の
方
々
の
紹
介

・
記
念
品
贈
呈

・
傘
寿
の
方
々
の
お
言
葉

・
お
祝
の
言
葉

お
祝
の
歌

・
民
謡
の
会
『
華
』

・
西
京
う
た
う
な
か
ま
た
ち

会
食
（
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
）

参
加
費
・
傘
寿
の
方
々
は
無
料
。

・
他
は
５
０
０
円
で
す
。

傘
寿
記
念
文
集

発
行
に
つ
い
て

傘
寿
の
方
々
に
は
恒
例
の
記
念

文
集
へ
の
寄
稿
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
年
輪
西
京
号
外
で
発
行
し
ま

す
祝
う
会
の
当
日
、
原
稿
用
紙
を

お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

寄
稿
を
願
い
致
し
ま
す
。

締
切
は
11
月
30
日
（
土
）
迄
で

す
。
お
近
く
の
支
部
役
員
ま
で
、

お
届
け
く
だ
さ
い
。
文
集
の
発
行

は
12
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

傘
寿
を
祝
う
会
実
行
委
員
会
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西京年金フェスタ（支部結成２０周年記念）

日時：２０２４年９月２９日（日） １３：３０開会

場所：西京区役所大会議室（市バス29・69系統・区役所前下車）

プログラムの概要
作品展と記念講演、サークルの発表とライブ演奏

開会のあいさつ

来賓あいさつ

記念講演：演題「どうなる・どうする年金と社会保障」

講師は藤井信夫氏

（府本部副委員長・元京都華頂大学教授）

西京支部のサークル紹介と発表
★民謡の会『華』 ★お茶の会 ★絵手紙教室

★川柳の会 ★ニット手作りサークル ★万葉の会

★ハイキングクラブ ★うたうなかまたち

★卓球サークル ★釣り同好会

会場で特設
★お茶席（お茶の会） ★コーヒー・お茶コーナー

★年金・医療・介護相談コーナー

ライブ演奏・みんなで歌おう

★佐野祐子さん（シンガーソングライター）のライブ

★みなさんのリクエストで、みんなでうたおう

（閉会は１６：３０を予定）

作品展の作品募集中。奮って出展をお願いします。

支部結成２０週年記念・実行委員会

阪急桂西口宣伝

日時： ９月２５日（水）

16:00～16：30

１０月２５日（金）

16:00～16：30

場所：阪急桂西口

バスターミナル前

毎月２５日、御参加を！

年金者組合西京支部

２０２４ 京都年金一揆
★若い人も高齢者も安心できる年金制度の実現を！

★自助努力では老後の生活はまかなえません

将来の安心は最低保障年金の創設で！

日時：２０２４年９月２２日（日）13:30～15:40

場所：ラボール京都 ２階大ホール（四条御前）

記念講演 「青年労働者の状況と課題」

講師は稲葉美奈子さん（全労連青年部書記長）

特別報告：青年・女性・現役労働者から

終了後デモ行進をおこないます。

支部組合員のみなさん、お誘い合わせてご参加を！

２
０
２
４
年

傘
寿
を
祝
う
会
の
お
知
ら
せ

支部結成２０週年記念文集に寄稿して下さい

記念文集の発行は２０２４年１１月を予定しています。日頃の

想いや、今まで語っていない事、高齢者の思いを文集に託しましょ

う。字数は４００字から８００字まで、それより短くても、詩や、

短歌・俳句・川柳でも良いです。

提出はお近くの支部役員・女性の会役員へ。

直接の送り先は、編集部の大橋歳彦まで。

〒301-1112 西京区大枝北福西町４丁目1-3-106

FAX:075-331-3273

Eメール：pik uz28 8@yb b.ne .jp



ほ
ん
の
数
歩
の
ト
イ
レ
ま
で
が
、

日
に
日
に
遠
く
な
る
。
〝
絶
望
〟

の
中
、
ト
イ
レ
ま
で
這
う
。
ト
イ

レ
の
中
に
も
絶
望
が
居
る
。
２
４

時
間
、
死
と
の
隣
り
合
わ
せ
で
絶

望
が
居
る
。
「
今
年
は
特
別
に
暑

い
」
と
言
う
声
を
聞
く
。
私
に
は

〝
昨
年
も
最
悪
だ
っ
た
。
そ
し
て

今
年
も
や
っ
ぱ
り
最
悪
の
更
新
に

過
ぎ
な
い
〟
電
磁
波
が
身
を
蝕
む
。

私
は
何
の
為
に
生
き
て
い
る
の
か
？

考
え
て
し
ま
う
。
老
化
か
な
？
ど

う
し
よ
う
も
な
い
酸
化
（
老
化
）

が
進
ん
で
い
る
。

何
度
か
に
わ
た
り
介
護
制
度
の

事
を
書
き
ま
し
た
。
介
護
制
度
は
、

こ
の
ま
ま
で
は
制
度
崩
壊
が
来
ま

す
。
国
は
保
険
料
の
み
、
取
る
だ

け
で
取
っ
て
崩
壊
さ
せ
る
の
が
目

的
だ
と
書
い
て
き
ま
し
た
。

私
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
訪
看
さ
ん

に
助
け
ら
れ
、
や
っ
と
生
活
し
て

い
る
身
で
す
。
自
分
の
事
と
し
て

又
、
高
齢
者
の
事
と
し
て
、
今
、

何
が
お
き
て
い
る
の
か
？
を
書
い

て
き
ま
し
た
。
今
の
私
が
生
き
て

い
る
意
味
だ
と
言
い
聞
か
せ
な
が

ら
で
し
た
。
８
月
号
で
一
区
切
り

を
つ
け
ま
し
た
。

新
聞
に
は
〝
介
護
の
空
白
〟
と

見
出
し
が
有
り
ま
す
。
読
む
気
力

も
な
く
し
て
、
ほ
っ
ぽ
っ
て
、
い

る
の
が
今
の
私
で
す
。

今
、
利
用
し
て
い
る
介
護
事
業

所
は
四
人
で
廻
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
一
人
が
手
術
す
る
事
が
急

に
決
ま
り
ま
し
た
。
事
業
所
の
危

機
で
し
た
。
さ
い
わ
い
一
人
、
応

援
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

小
さ
い
事
業
所
は
綱
渡
り
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
経
営
は
厳
し
い
で

す
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ら
誰
で
も

良
い
の
か
？
〝
否
〟
で
す
。
良
い

人
た
ち
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

代
わ
り
の
人
は
居
ま
せ
ん
。
不
安

が
二
倍
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
植
木
鉢
で
花
を
育
て
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
秋
明
菊
が
好

き
で
す
。
昨
年
、
根
腐
り
を
し
て

枯
れ
か
け
た
の
を
何
と
か
助
け
ま

し
た
。
今
年
は
冷
蔵
庫
で
冷
や
し

た
水
を
特
別
に
や
り
ま
し
た
。
そ

し
て
蕾
が
つ
き
ま
し
た
。
ほ
っ
ぽ

い
て
い
て
も
大
丈
夫
な
も
の
も
有

り
ま
す
が
、
声
を
か
け
て
又
、
手

を
か
け
れ
ば
、
ど
の
花
も
キ
レ
イ

に
咲
い
て
く
れ
ま
す
。
雀
に
朝
夕

餌
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
は

「
早
く
早
く
」
と
朝
か
ら
う
る
さ

い
で
す
。
花
も
鳥
も
手
を
か
け
て

や
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
応
え
て
く

れ
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
は
・
・
・
。

と
考
え
た
。

絶
望
の
中
「
誰
か
私
を
助
け
て

く
れ
な
い
か
な
？
」
一
人
ひ
と
り

の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
み
ま
し
た
。

が
、
皆
、
も
し
、
私
が
電
話
を
す

れ
ば
、
自
分
の
事
の
み
ワ
ァ
ー
と

し
ゃ
べ
る
人
ば
か
り
で
し
た
。
そ

し
て
気
が
付
き
ま
し
た
。
私
は
。

人
の
心
配
ば
か
り
し
て
話
を
聞
く

人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
娘
た
ち

も
「
重
荷
ば
っ
か
り
、
持
っ
て
帰

る
な
！
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

老
化
が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

ん
で
い
ま
す
。
「
昨
年
と
比
べ
る

な
。
出
来
な
い
事
を
上
げ
ず
に
出

来
た
事
を
考
え
ろ
」
と
。
娘
た
ち

の
言
葉
は
正
し
い
の
で
す
。
本
当

に
何
も
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

人
の
心
配
も
余
裕
が
あ
っ
て
こ
そ
、

で
し
た
。
も
う
人
の
心
配
す
ら
出

来
な
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
が

付
き
ま
し
た
。

世
話
を
さ
れ
る
側
よ
り
、
す
る

側
に
居
る
方
が
幸
せ
で
す
。
そ
れ

が
分
か
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
ヘ
ル

パ
ー
に
な
り
た
か
っ
た
の
で
す
。

す
る
側
と
さ
れ
る
側
の
両
方
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
の
、
今
の
私
の

立
ち
位
置
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
又
々
自
分
の
生
き

て
い
る
意
味
は
？
と
考
え
て
し
ま

う
。
「
や
ま
ゆ
り
園
事
件
」
の
事

を
何
度
も
書
い
て
み
ま
し
た
。
今
、

地
球
上
で
優
生
思
想
が
広
が
っ
て

い
る
な
、
と
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
問
題
で
す
。
次
は
そ
の
事
を
書

く
つ
も
り
で
す
・
・
・
（
了
）
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〝
絶
望
〟

の
中
で
目
が
醒
め
る

阿
部
い
ず
み

２
０
１
９
年
の
出
来
事
は
、
４

月
、
天
皇
即
位
で
和
暦
年
号
が

「
令
和
」
と
な
ま
し
た
。
７
月
に

京
ア
ニ
放
火
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
に
消
費
税
、
増
税
10
％
が
実

施
、
11
月
に
「
桜
を
見
る
会
」
発

覚
、
共
産
党
田
村
参
院
議
員
が
追

求
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
肺
炎
、
中
国
の
武
漢
で
発
生
、

世
界
に
蔓
延
し
ま
し
た
。

１
月
31
日
、
「
傘
寿
祝
賀
・
新
春

の
つ
ど
い
」
は
会
費
１
０
０
０
円
、

ユ
ー
コ
ー
ト
集
会
所
で
開
催
。
参

加
者
は
52
名
で
し
た

２
月
26
日
、
「
新
組
合
員
歓
迎
交

流
会
」
を
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
で
開

催
。
参
加
者
は
15
名
で
し
た
。

４
月
22
日
、
「
う
た
ご
え
喫
茶
」

を
、
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
で
開
催
。

ア
コ
ー
デ
オ
ン
は
青
木
実
さ
ん
。

会
費
３
０
０
円
で
参
加
者
は
15
名

で
し
た
。

４
月
25
日
、
府
本
部
結
成
30
周
年

記
念
ボ
ウ
リ
ン
ウ
大
会
参
加
で
京

都
エ
ミ
ナ
ー
ス
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

で
西
京
代
表
決
定
大
会
を
開
催
。

参
加
者
は
９
名
で
し
た
。

５
月
１
日
、
第
90
回
メ
ー
デ
ー
は

参
加
者
は
19
名
。
昼
食
懇
親
会
は

珉
珉
で
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
月
14
日
、
女
性
の
会
「
お
う
ち

で
ラ
ン
チ
」
小
島
志
津
子
さ
ん
宅

で
開
催
。
参
加
者
は
16
名
で
し
た
。

６
月
８
日
、
第
３
回
京
の
街
歩
き

桂
離
宮
、
参
加
者
は
10
名
で
し
た
。

６
月
26
日
、
京
都
年
金
者
組
合
結

成
30
年
記
念
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

は
近
鉄
京
田
辺
ボ
ウ
ル
で
開
催
。

支
部
か
ら
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

７
月
１
日
、
西
京
支
部
第
16
回
定

期
総
会
が
ウ
エ
ス
テ
イ
で
開
催
。

（
組
合
員
１
７
２
人
）
支
部
長
に

藤
原
克
東
さ
ん
、
事
務
局
長
に
新

宮
峰
男
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

８
月
29
日
、
第
16
回
女
性
の
会
総

会
は
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
で
開
催
。

参
加
者
は
21
名
。
代
表
世
話
人
は

小
島
志
津
子
さ
ん
。

９
月
16
日
、
京
都
年
金
者
組
合
結

成
30
年
記
念
「
年
金
フ
ェ
ス
タ
」

は
、
み
や
こ
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

９
月
19

日
、
結
成
30

週
年
記
念

「
久
美
浜
温
泉
と
梨
狩
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
20
日
、
第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
洛
西
あ
そ
び
場
で
開
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
６
名
で
し
た
。

10
月
12
日
、
「
第
16
回
み
ん
な
で

つ
く
る
文
化
の
つ
ど
い
」
は
雨
で

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
15
日
、
支
部
主
催
、
日
帰
り

旅
行
「
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
・
ヴ
ィ

ア
ン
カ
に
乗
船
」
は
参
加
者
は
23

名
で
し
た
。

11
月
18
日
、
支
部
委
員
会
で
、
２

０
２
０
年
２
月
の
京
都
市
長
選
挙

の
候
補
者
に
福
山
和
人
さ
ん
を
推

薦
決
定
し
ま
し
た
。

11
月
22
日
、
女
性
の
会
「
お
う
ち

で
ラ
ン
チ
」
は
大
橋
照
代
さ
ん
宅

で
、
参
加
者
は
16
名
で
し
た
。

11
月
24
日
、
２
０
１
９
年
「
西
京

秋
ま
つ
り
」
に
参
加
。
年
金
居
酒

屋
と
バ
ザ
ー
を
開
店
。
民
謡
の
会

「
華
」
が
出
演
し
ま
し
た
。
利
益

６
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
、
「
西
・
右
京
写
真
ク
ラ
ブ
」

が
長
い
歴
を
終
え
、
解
散
し
ま
し

た
。

（
次
号
に
続
く
）

支
部
結
成
２
０
周
年
に
寄
せ
て
そ
の
８



【
企
画
構
成
】

（
1
）
映
画
「
万
愛
花

闘
い
こ

そ
が
人
生
だ
っ
た
」

（
2
）
石
田
米
子
さ
ん
講
演

（
3
）
質
疑
応
答
（
意
見
含
む
）

※
13
時
半
～
16
時

最
初
に
言
い
た
い
こ
と
は
二
つ

あ
り
ま
す
。

（
※
こ
の
集
ま
り
に
参
加
し
た
こ

と
で
得
た
「
学
び
の
収
穫
」
）

第
一
に
、
石
田
米
子
さ
ん
と
い

う
素
晴
ら
し
い
歴
史
研
究
者
を
知
っ

た
こ
と
。

第
二
に
、
万
愛
花
さ
ん
と
い
う

抗
日
戦
士
の
存
在
の
映
画
に
て
知
っ

た
こ
と

僕
は
今
ま
で
に
限
り
な
い
研
究

者
、
知
識
人
の
講
演
を
聴
い
て
来

ま
し
た
。
〝
余
計
な
話
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
16
歳
の
時
に
聴
い
た

羽
仁
五
郎
氏
（
歴
史
学
者
）
が
端

初
で
し
た
〟
で
も
、
今
回
の
石
田

米
子
さ
ん
の
講
演
は
僕
に
と
っ
て

格
別
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
く
ほ

ど
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
石
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
）

石
田
米
子
さ
ん
は
訥
々
と
し
た

口
調
で
何
か
を
思
い
出
す
か
の
よ

う
な
趣
き
で
講
演
さ
れ
て
い
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
、
静
か
に
話
す
そ

の
態
度
。
で
も
、
そ
の
講
演
の
ト
ー

ン
は
歴
史
的
な
事
実
を
し
っ
か
り

と
伝
え
ね
ば
と
の
意
気
込
み
を
十

分
に
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

日
本
軍
が
冒
し
た
「
性
暴
力
を

許
さ
な
い
」
と
の
気
迫
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

講
演
を
聴
い
て
書
き
な
ぐ
っ
た

僕
の
「
メ
モ
」
はA

4
ノ
ー
ト
に

6
枚
に
な
り
ま
し
た
。

40

回
以
上
に
渡
っ
て
、
現
地

（
現
地
/
中
国
山
西
省
：
羊
泉
村

（
ヨ
ウ
セ
ン
ム
ラ
。
性
暴
力
を
受

け
た
万
愛
花
さ
ん
が
暮
ら
し
て
い

た
場
所
）

）
を
訪
ね
歩
き
「
ヒ

ア
リ
ン
グ
」
依
る
調
査
に
て
研
究

を
ま
と
め
た
と
の
話
に
ス
ゴ
く
、

僕
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に
訪
れ
た
と

き
、
あ
る
性
暴
力
を
受
け
た
人
が

「
震
え
始
め
て
止
ま
ら
な
く
な
っ

た
」
と
石
田
米
子
さ
ん
が
語
り
、

そ
の
理
由
を
「
50
年
ぶ
り
に
、
日

本
の
男
性
に
日
本
語
で
問
わ
れ
て

昔
の
強
姦
を
思
い
出
し
そ
の
恐
怖

に
て
震
え
た
」
と
の
解
説
で
、
そ

の
戦
時
性
暴
力
の
凄
ま
じ
い
「
暴

力
性
」
を
改
め
て
僕
は
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
半
の
方
で
川
口
和
子

弁
護
士
（
故
人
）
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

「
こ
の
裁
判
は
勝
て
な
い
け
ど
、

提
訴
す
る
価
値
が
あ
る
か
ら
そ
の

こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え
て
！
」
と

言
わ
れ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
性
暴
力
を
受
け
た
当
事
者

の
人
は
「
負
け
る
」
と
の
言
葉
に

感
極
ま
っ
て
泣
き
出
し
た
と
、
さ

も
こ
の
前
の
話
の
よ
う
に
（
実
際

は
１
９
９
８
年
で
26
年
前
の
話
だ

が
・
・
・
）
石
田
米
子
さ
ん
は
語

ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
川
口
和
子
弁
護
士
の
こ
と
が

気
に
な
り
帰
宅
後
に
調
べ
て
み
ま

し
た
。
「
２
０
１
３
年
12
月
3
日
、

く
も
膜
下
出
血
で
死
去
、
享
年
49

歳
。
２
０
０
０
年
に
東
京
、
01
年

に
オ
ラ
ン
ダ
で
開
か
れ
た
「
女
性

国
際
戦
犯
法
廷
」
で
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
た
」
（
デ
ジ
タ
ル
日

本
経
済
新
聞
か
ら
引
用
）

講
演
最
期
の
5
分
間
で
「
戦
時

暴
力
被
害
者
た
ち
は
子
々
孫
々
ま

で
闘
う
、
時
効
な
ど
な
い
」
と
言

葉
つ
な
が
れ
て
「
私
が
生
き
て
い

る
間
に
こ
の
問
題
で
何
か
が
解
決

す
る
わ
け
じ
ゃ
あ
な
い
け
ど
・
・
・

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
闘
い
」
と

講
演
を
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
も
新
た
に
性
暴
力
被
害
者

が
中
国
の
裁
判
所
に
日
本
政
府
の

謝
罪
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し
た
と

の
こ
と
も
付
言
さ
れ
ま
し
た
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
万

愛
花

闘
い
こ
そ
が
人
生
だ
っ
た
」

―
文
字
通
り
そ
れ
を
証
明
す
る
映

画
で
し
た
/
羊
泉
村
っ
て
本
当
に

田
舎
で
し
た
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
ま

で
日
本
軍
は
侵
略
し
た
？
「
強
か

ん
所
」
（
拉
致
し
て
輪
か
ん
を
繰

り
返
し
た
場
所
）
を
作
っ
た
の
か
！
！

も
う
絶
句
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

万
愛
花
さ
ん
は
ず
っ
と
「
私
は

慰
安
婦
な
ん
か
で
は
な
い
！
」
と

主
張
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。
性

暴
力
/
拷
問
を
受
け
た
と
き
の
迫

力
あ
る
説
明
に
万
愛
花
さ
ん
の

「
闘
争
心
」
の
た
く
ま
し
さ
を
僕

は
感
じ
ま
し
た
。

最
期
の
対
面
と
な
っ
た
太
原
の

病
院
で
の
映
像
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
優
し
そ
う
な
表
情
・
・
・
・
・
・

遺
言
は
「
み
な
さ
ん
、
頑
張
っ
て
。

諦
め
な
い
で
下
さ
い
。
諦
め
る
と

軽
く
見
ら
れ
ま
す
よ
」
だ
っ
た
と

言
い
ま
す
・
・
・
・
・
・
「
再
見

（
さ
よ
な
ら
）
」
と
お
見
舞
い
に

き
た
人
た
ち
（
「
山
西
省
・
明
ら

か
に
す
る
会
」
）
に
万
愛
花
さ
ん

は
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
・
・
・
・
・
・

【
追
記
】

落
ち
着
い
て
司
会
を
進
め
ら
れ

て
い
た
女
性
も
凛
と
し
て
闘
う
意

志
を
確
固
と
し
て
お
持
ち
で
あ
る

よ
う
に
僕
は
思
い
ま
し
た
、
偶
然

会
場
を
出
る
と
き
に
視
線
が
合
い
、

感
謝
を
込
め
て
一
礼
し
ま
し
た
。

ま
と
め
は
旧
知
の
澤
田
季
江
さ

ん
で
し
た
。

沖
縄
の
米
軍
兵
士
の
性
暴
力
事

件
に
触
れ
ら
れ
て
「
沖
縄
は
も
う

戦
時
？
」
と
言
葉
を
残
し
参
加
し

た
人
た
ち
に
問
題
提
起
を
そ
れ
と

な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
企
画
を
準
備
さ
れ
た
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
了
）
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大
娘
（
ダ
ー
ニ
ャ
ン
）
た
ち
の
戦
争
は
終
わ
ら
な
い
２
０
２
４
・
８
・
２
４

中
国
・
山
西
省
・
黄
土
の
村
の
性
暴
力
（
参
加
し
た
僕
の
感
想
）
細
田
一
憲



六
段

男
が
い
た
。
桂
川
の
畔
り
松
尾

に
住
ま
い
す
る
い
つ
も
の
男
で
あ

る
。
男
は
第
2
の
仕
事
を
大
阪
に

求
め
て
い
た
。
お
人
相
手
の
気
苦

労
の
多
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
退
職

後
、
気
の
合
っ
た
か
っ
て
の
仲
間

が
数
人
大
阪
十
三
で
酒
を
交
わ
す
。

去
る
日
久
し
振
り
に
会
い
、
男
は

気
分
良
く
桂
駅
ま
で
帰
っ
て
来
た
。

嵐
山
線
に
乗
り
換
え
る
為
、
男
は

嵐
山
線
の
ホ
ー
ム
に
立
っ
た
。
午

後
４
時
前
で
あ
る
。
誰
も
並
ん
で

い
な
い
。
来
れ
ば
つ
め
れ
ば
い
い

と
思
い
、
２
人
分
程
開
け
て
立
っ

た
。
し
ば
ら
く
し
て
杖
を
つ
い
た

老
人
が
男
の
前
に
立
っ
た
。
男
は

そ
の
後
に
つ
い
た
。
未
だ
混
ん
で

い
な
い
。
間
も
な
く
電
車
が
入
っ

て
来
た
。
そ
の
時
、
ホ
ー
ム
端
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
開
き
、
数
人
が

ホ
ー
ム
に
降
り
て
来
た
。
と
そ
の

中
の
初
老
の
男
性
が
、
入
っ
て
来

た
電
車
の
降
車
客
の
間
か
ら
そ
の

老
人
の
前
に
割
っ
て
入
ろ
う
と
し

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
空
い
て
い

る
か
ら
先
を
争
う
風
で
は
な
か
っ

た
が
ー
。
す
る
と
前
に
居
た
か
の

老
人
が
持
っ
て
い
た
杖
で
そ
の
男

の
く
る
ぶ
し
の
辺
り
を
ピ
シ
ャ
と

叩
い
た
。
確
か
に
音
が
す
る
程
。

叩
か
れ
た
初
老
の
男
は
顔
を
歪
め

て
車
内
に
消
え
た
。

男
は
イ
ヤ
な
も
の
を
見
た
と
思
っ

た
。
そ
し
て
男
は
詠
ん
だ
。

〝
身
を
た
す
く
杖
が

武
器
に
な
ろ
う
と
は

あ
ゝ

見
た
く
な
い

見
た
く
な
い
〟

老
い
行
く
我
が
身
に
心
の
ゆ
と
り

を
と
願
う
の
で
あ
る
。

七
段

男
が
い
た
。
彼
が
住
む
京
都
市

で
は
中
学
校
給
食
が
未
だ
な
い
。

心
こ
も
る
母
親
の
手
作
り
弁
当
が

良
い
と
前
市
長
の
言
で
あ
っ
た
。

母
親
達
が
動
い
た
。
近
隣
市
部
は

す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。
市
は
や
っ

と
重
い
腰
を
上
げ
た
。
全
中
学
生

２
万
６
千
食
を
一
ケ
所
で
作
り
2

時
間
か
け
て
配
送
す
る
と
言
う
。

新
市
長
も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
と
言

う
。
男
の
散
歩
道
、
松
尾
橋
周
辺

は
常
に
渋
滞
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
な

ど
橋
を
渡
る
の
に
東
西
南
北
500
ｍ

以
上
の
車
列
が
出
来
る
。
こ
ん
な

箇
所
は
茲
だ
け
で
は
な
い
。
観
光

都
市
京
都
の
交
通
問
題
は
深
刻
で

あ
る
。
そ
の
京
都
で
何
だ
そ
れ
は
。

一
極
調
理
の
害
は
衛
生
面
、
調
理

過
程
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
等
、
色
々

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
給

食
橋
を
渡
る
か
。
男
は
詠
ん
だ
。

〝
温
か
い
心
の
給
食
を
！
の
想
い

橋
の
た
も
と
に
置
き
忘
れ

渋
滞
の
中
配
達
車
走
る
か
〟

八
段

男
が
い
た
。
生
れ
は
中
央
市
場

近
く
の
京
の
下
町
、
未
だ
芹
田
が

あ
っ
た
。
国
民
学
校
３
年
生
で
疎

開
を
し
た
。
そ
の
年
の
8
月
に
終

戦
を
迎
え
た
。
ラ
ラ
物
資
の
脱
脂

粉
乳
の
給
食
を
食
べ
乍
ら
た
く
ま

し
く
育
っ
た
。
結
束
力
は
強
か
っ

た
。
35
人
学
級
４
ク
ラ
ス
１
４
０

名
位
で
あ
る
。
１
９
３
６
年
生
ま

れ
88
才
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
定

年
を
迎
え
た
頃
か
ら
、
と
だ
え
て

い
た
同
窓
会
を
２
～
３
年
に
一
度

開
い
て
い
た
。
場
所
柄
魚
屋
や
青

果
で
食
っ
て
い
る
者
も
多
い
。
根

は
強
い
。
２
０
１
３
年
の
ク
ラ
ス

会
、
4
名
の
担
任
の
内
、
唯
一
人

御
存
命
で
あ
る
先
生
は
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
つ
き
添
い
で
出
て
下
さ
っ

た
。
時
代
だ
な
あ
。
う
れ
し
い
な

あ
と
思
っ
た
。
時
は
流
れ
２
０
２

０
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前
で
あ
る
。

22
名
に
な
っ
て
い
た
。
2
年
後
を

約
束
し
、
男
が
世
話
役
に
選
ば
れ

た
。
然
し
然
し
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
中
断
、
や
っ
と
去
る
日
開
か

れ
た
。
11
名
に
な
っ
て
い
た
。
ク

ラ
ス
一
番
や
ん
ち
ゃ
で
、
78
才
ま

で
中
央
市
場
青
果
仲
買
の
大
番
頭

も
、
ヘ
ル
パ
ー
役
の
娘
さ
ん
を
伴
っ

て
の
車
椅
子
で
の
参
加
で
あ
っ
た
。

で
も
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
か
っ
て
の

女
友
達
を
笑
わ
せ
て
い
た
。
そ
し

て
つ
ら
か
っ
た
疎
開
の
話
、
防
空

壕
を
掘
っ
た
話
な
ど
回
を
重
ね
て

も
年
を
重
ね
て
も
つ
き
る
事
は
な

か
っ
た
。
2
年
後
、
卒
寿
の
年
に

再
会
を
約
し
た
。
そ
れ
を
“
生
き

の
こ
り
同
窓
会
”
の
卒
業
式
に
し

よ
う
と
。
〝
蛍
の
光
〟
を
唄
お
う

と
。
男
は
つ
ぶ
や
い
た
。

〝
あ
の
頃
の
戦
争
体
験

数
々
有
れ
ど

我
が
命

あ
と
い
く
ば
く
も
な
し

ま
だ
ま
だ
語
り
た
し

こ
の
口
の
達
者
な
間
に
〟

九
段

男
が
い
た
。
酷
暑
だ
。
言
わ
れ

る
ま
ま
に
エ
ア
コ
ン
を
か
け
て
、

貝
原
益
軒
を
読
ん
だ
。
〝
安
閑
無

事
な
る
を
専
ら
と
せ
ず
、
心
を
静

か
に
し
身
を
動
か
す
を
よ
し
と
す
。

身
を
安
閑
に
す
る
は
元
気
と
ど
こ

ほ
り
ふ
さ
が
り
て
病
を
生
ず
〟
と

あ
っ
た
。
流
れ
る
水
は
く
さ
ら
ず

と
言
う
。
人
の
命
の
源
で
あ
る
元

気
も
動
か
な
い
で
じ
ー
と
し
て
い

る
と
癒
っ
て
し
ま
う
。
ゴ
ロ
寝
し

て
〝
元
気
の
出
る
テ
レ
ビ
〟
を
み

て
も
、
〝
元
気
印
の
ド
リ
ン
ク
剤
”

を
飲
ん
で
も
本
当
の
元
気
は
出
て

来
な
い
。
そ
し
て
男
は
決
め
た
。

8
月
6
日
7
時
45
分
樫
原
大
妙
寺

の
原
爆
忌
平
和
の
鐘
つ
き
に
は
今

年
も
行
く
ぞ
と
。
男
は
エ
ン
マ
大

王
に
訴
え
た
。

〝
い
ず
れ
は
そ
ち
ら
に

行
く
身
な
れ
ど

い
さ
さ
か

こ
の
世
に
仕
残
し
あ
り

未
練
あ
り

御
猶
予
を

御
猶
予
を
〟

で
も
暑
い
。
益
軒
さ
ん
39
度
を
知
っ

て
て
か
。

十
段

男
が
い
た
。
歳
米
寿
を
迎
え
、

今
夏
の
暑
さ
で
朝
散
歩
も
家
の
近

く
で
す
ま
せ
て
い
た
。
そ
こ
へ
北

陸
新
幹
線
、
敦
賀
か
ら
大
阪
へ
の

延
伸
路
線
の
新
た
な
案
が
浮
上
し

て
来
た
。
50
余
年
も
前
に
出
た
北

陸
新
幹
線
の
計
画
、
7
年
前
ま
で

は
敦
賀
か
ら
米
原
へ
、
そ
し
て
東

海
道
新
幹
線
に
継
ぐ
事
に
決
ま
っ

て
い
た
。
そ
れ
が
覆
さ
れ
た
。
小

浜
を
経
て
京
都
府
の
地
下
40
米
の

下
を
ト
ン
ネ
ル
で
通
り
京
都
駅
に

つ
な
ぐ
と
言
う
。
勿
論
反
対
の
声

が
。
環
境
破
壊
だ
。
北
部
山
間
部

に
は
有
害
鉱
脈
も
あ
る
。
京
の
地

下
水
は
。
残
土
は
。
工
期
は
。
そ

し
て
費
用
対
効
果
は
。
男
も
反
対

し
た
。
署
名
も
し
た
。
今
回
出
た

案
は
桂
川
の
下
を
通
り
Ｊ
Ｒ
桂
川

駅
と
つ
な
ぎ
南
へ
向
か
う
と
言
う
。

男
は
思
っ
た
。
桂
川
は
ど
う
な
る

の
だ
。
ど
こ
を
ど
う
流
れ
ろ
と
言

う
の
か
。
誰
の
為
の
、
何
の
為
の

変
更
な
の
か
。

立
秋
を
過
ぎ
、
男
は
久
し
振
り

に
桂
川
を
歩
い
た
。
暑
さ
の
中
に
、

す
す
き
の
坊
主
が
小
さ
い
穂
を
の

ぞ
か
せ
て
い
た
。
坊
主
、
頑
張
れ

よ
。
う
ば
わ
な
い
ぞ
。
く
い
止
め

る
ぞ
。
そ
し
て
男
は
詠
ん
だ
。

〝
我
欲
が
先
立
つ
自
然
破
壊

抗
し
て
我
は

す
す
き
ケ
原
守
る
〟
（
了
）
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綴
り
方
教
室

そ
の
四
十
七

〝
松
尾
（
ま
つ
の
お
）
物
語
〟
（
六
段
～
十
段
）
田
中
康
晴



相
変
わ
ら
す
残
暑
厳
し
い
日
に

な
り
そ
う
で
す
が
、
渡
月
橋
を
渡

り
、
車
折
神
社
御
旅
所
の
人
力
車

の
置
き
場
に
集
合
し
た
４
人
は
、
,

８
時
15
分
、
小
倉
山
に
向
か
っ
て

出
発
し
ま
し
た
。

大
堰
川
の
奥
に
あ
る
「
松
籟
庵
」

の
横
を
登
り
、
亀
山
公
園
展
望
台

ま
で
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
き
ま
し
た
。

９
時
10
分
、
天
竜
寺
の
鐘
の
音

が
き
こ
え
風
流
な
雰
囲
気
で
す
が

４
人
は
汗
だ
く
で
す
。

小
倉
山
に
向
か
っ
て
急
こ
う
配

の
細
道
を
ゆ
っ
く
り
登
り
休
憩
し

て
い
る
と
、
中
国
系
の
家
族
４
人

が
後
か
ら
登
っ
て
来
ら
れ
、
女
性

は
ス
カ
ー
ト
に
サ
ン
ダ
ル
履
き
、

タ
フ
と
い
う
か
、
体
力
が
あ
る
こ

と
に
感
心
し
ま
し
た
。
何
か
を
聞

い
て
居
ら
れ
る
の
で
す
が
、
私
た

ち
に
は
通
じ
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
の

翻
訳
ア
プ
リ
を
使
っ
て
の
会
話
に

な
り
、
こ
れ
以
上
登
っ
て
も
山
し

か
無
く
、
そ
れ
よ
り
も
降
り
て
お

寺
な
ど
見
学
し
た
方
が
い
い
旨
を

照
代
さ
ん
が
伝
え
て
下
さ
り
、
家

族
は
納
得
し
て
降
り
て
行
か
れ
ま

し
た
。
翻
訳
ア
プ
リ
を
実
際
に
使

う
の
は
私
は
初
め
て
で
し
た
。

よ
う
や
く
石
畳
の
小
倉
山
へ
の

下
り
道
に
出
て
、
小
倉
山
山
頂
へ

の
道
標
を
左
に
見
て
高
雄
パ
ー
ク

ウ
エ
イ
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。

此
処
か
ら
下
六
丁
峠
へ
下
る
の
で

す
が
足
を
滑
ら
す
と
下
ま
で
落
ち

そ
う
な
細
い
道
を
、
取
り
付
け
の

ロ
ー
プ
を
頼
り
に
ゆ
っ
く
り
下
り

下
六
丁
峠
に
よ
う
や
く
出
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
４
人
は
ほ
と
ん
ど
会

話
な
し
。
足
も
と
を
し
っ
か
り
見

て
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
て
歩
い
て

い
る
状
態
で
し
た
。

そ
の
細
道
を
歩
い
て
い
た
時
、

携
帯
電
話
が
何
回
か
鳴
り
ま
し
す
。

で
も
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
場
所
で
会

話
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

下
六
丁
峠
ま
で
き
て
落
ち
着
け

る
場
所
で
連
絡
す
る
と
、
ハ
イ
キ

ン
グ
仲
間
の
河
合
正
臣
さ
ん
の
訃

報
で
し
た
。
７
月
に
は
お
元
気
そ

う
で
し
た
。
６
月
に
は
卓
球
も
一

緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
あ
ま
り
の

急
な
訃
報
に
四
人
は
唯
び
っ
く
り

で
し
た
。

下
六
丁
峠
で
外
国
の
男
性
一
人

が
私
た
ち
が
降
り
て
き
た
道
を
嵐

山
に
向
か
っ
て
登
っ
て
行
か
れ
ま

し
た
。

落
合
に
出
る
と
水
の
流
れ
が
涼

し
そ
う
で
す
。
河
原
の
あ
ち
こ
ち

か
ら
Ｂ
Ｑ
の
い
い
匂
い
が
漂
っ
て

き
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
グ
ル
ー
プ

が
西
洋
系
の
方
た
ち
で
す
。

清
滝
川
、
金
鈴
峡
を
上
流
に
向

か
っ
て
川
沿
い
の
細
道
を
歩
い
て

行
く
と
、
大
胆
な
水
着
姿
で
ゆ
っ

た
り
と
川
に
浸
か
っ
た
り
Ｂ
Ｑ
を

し
た
り
す
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た

が
、
西
洋
系
の
人
た
ち
で
し
た
。

私
た
ち
も
川
原
に
降
り
て
お
弁

当
に
し
ま
し
た
。
12
時
15
分
、
お

腹
も
す
い
て
い
ま
し
た
。
照
代
さ

ん
か
ら
冷
た
く
凍
ら
せ
た
桃
ジ
ュ
ー

ス
を
頂
き
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

休
憩
し
て
い
る
と
、
私
た
ち
が
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
き
た
川
沿
い
の
細
道

を
ト
レ
ラ
ン
の
団
体
が
30
人
ほ
ど

元
気
よ
く
走
り
ぬ
い
て
行
き
ま
し

た
。
若
い
っ
て
す
ご
い
な
あ
と
感

心
し
て
見
送
り
ま
し
た
。

清
滝
近
く
に
行
く
と
家
族
連
れ

が
川
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
川
遊
び

を
し
て
い
ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
で

す
。
や
っ
と
日
本
人
に
会
え
ま
し

た
。
水
も
澄
ん
で
、
青
も
み
じ
の

川
岸
で
夏
ら
し
い
光
景
で
し
た
。

清
滝
の
バ
ス
停
に
上
が
っ
て
い

く
と
、
バ
ス
は
１
時
間
に
１
本
し

か
な
く
、
阪
急
嵐
山
駅
ま
で
し
か

行
か
ず
、
四
人
は
45
分
間
だ
ら
ー

り
、
と
し
て
バ
ス
を
待
ち
、
藤
原

さ
ん
は
嵯
峨
小
学
校
前
で
下
車
。

あ
と
３
人
は
嵐
山
駅
か
ら
家
路
に

着
き
ま
し
た
。

ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
り
、
悲

し
い
訃
報
も
聞
い
た

け
ど
、
こ
の
暑
い
中

を
良
く
歩
い
た
な
あ

と
、
自
分
の
足
を
ほ

め
て
や
り
た
い
で
す
。

暑
い
中
だ
か
ら
こ
そ
、

涼
し
い
清
滝
川
の
流

れ
や
緑
の
小
倉
山
、

良
か
っ
た
で
す
。

み
な
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ん
で
し
た
。

（
池
島
三
千
江
）

参
加
者
は
藤
原
正

さ
ん
・
池
島
三
千
江

さ
ん
・
大
橋
照
代
さ

ん
・
大
橋
歳
彦
の
四

名
で
し
た
。
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各種署名集約状況（９月２日現在）

平和・いのち・くらしを壊す大軍拡・大増税に反対する署名 80筆
75歳以上の医療費負担2割化の中止を求める署名 245筆
年金裁判、私達は大法廷で審理を求めます 80筆
最低賃金を時給1500円に 157筆
物価高に見合う年金引上げ署名 142筆
辺野古新基地建設工事の中止を求める署名 151筆

市バス運賃値上げストップを求める要望署名 308筆
難聴者の補聴器購入に係る公的補助を求めます 168筆
芸大跡地の活用に係る署名 59筆
中学校給食は巨大給食センターでなく「学校調理」での
実施を求める緊急要望署名 52筆
京都市敬老乗車証制度の改善を求める陳情書 15筆
誰もが安心できる年金制度への改善を求める署名 15筆

なお、上記以外にもお預かりした署名簿は府本部に届けます。
2022年度年金裁判カンパ 31,000円/目標85,500円

【注】カンパ額は2024年5月1日以降の集約 (事務局：奥村敏春）

ハ
イ
キ
ン
グ
紀
行
（
8
月
14
日
）

小
倉
山
～
金
鈴
峡
～
清
滝

渡月橋 真ん中が小倉山

清滝川・金鈴峡にて

西京ピースウオーク２２
日時：９月２１日（土） 9：45 桂、巽公園集合

10：00 出発・線路沿いを南へ、西口を通り

阪急桂東口へ 10：50頃 到着

第２３回 京都高齢者大会
日時：年１０月１２日（土）

分科会10:00～12:00 全体会13:00～15:00

場所：ラボール京都（四条御前）2階 大ホール



２０２４年９月１６日 年輪西京 第２４５号 JAPAN PENSIONERS’UNION

（10）

絵手紙ぎゃらりー ９月

「お助けし隊」をご利用ください

お助け項目
★庭の草引き・掃除

★部屋の掃除・片付け

★ゴミ出し

★布団干し

★不用品整理・廃棄処分

★電球・蛍光灯などの交換

★パソコンやスマホ操作の手伝い

★買い物の代行

★役所手続きの手伝い

★話し相手

★機器の修理（物による）

★車での移送、相談に応じます

（病院・買い物・墓参り・役所手続きなど）

※気兼ねなく頼み、頼まれるため、少額の謝礼

（１時間につき４００円～）と実費（交通費等）

を頂きます。なお対応は原則２人で行います。

連絡先
藤原克東（樫原 TEL:075-391-0781)

田中康晴（松尾 TEL:075-391-0852)

大橋歳彦（福西 TEL:075-331-3273)

市川弘子（桂川 TEL:075-392-3717)

新宮峰男（境谷 TEL:075-754-6471)

山本公子

八木定子

水澤正樹

安宅明子

原口 薫

阿部いずみ

大橋照代

小島志津子

市川弘子
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短
歌
五
首

中
野
祐
子

呉
湾
で
「
大
和
カ
レ
ー
」
を
食
べ
な
が
ら

く
れ潜

望
鏡
見
つ
け
は
し
ゃ
ぐ
八
月

「
十
分
の
一
戦
艦
大
和
」
見
物

ス
ゲ
エ
！
連
発
メ
カ
に
感
動

語
り
部
は
「
撃
沈
大
和
」
の
帰
還
兵

死
な
ず
生
き
来
し
心
の
冥
さ

く
ら

炎
天
下
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
若
者

ヒ
ロ
シ
マ
伝
え
反
核
語
れ

資
料
館
の
「
残
さ
れ
た
影
」
う
す
れ
ゆ
く

戦
術
核
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し

俳
句
三
句

野
原
み
か

夕
暮
れ
の
散
歩
の
つ
れ
は
素
足
に
下
駄

白
百
合
も
夕
焼
け
に
み
な
茜
色

野
分
明
け
災
い
の
無
き
事
い
の
る

川
柳
の
会

八
月
の
題
「
は
か
る
」

光
年
は
宇
宙
を
測
る
物
差
し
だ

（
た
か
ね
）

自
民
党
裏
金
謀
り
は
止
め
ら
れ
ぬ
（
た
か
ね
）

は
か

謀
ら
れ
た
松
川
事
件
忘
れ
る
な

（
た
か
ね
）

は
かあ

と
ワ
ズ
カ
人
生
測
る
夢
路
追
う
（
一
美
）

人
生
の
生
き
た
測
り
の
見
直
し
を
（
一
美
）

一
言
の
心
を
測
る
気
を
晴
ら
す

（
一
美
）

柱
背
に
測
る
喜
び
子
の
背
丈

（
杜
撰
）

大
き
さ
を
は
か
る
も
の
さ
し
東
京
ド
ー
ム
（
杜
撰
）

大
混
乱
漢
字
「
は
か
る
」
の
使
い
分
け
（
杜
撰
）

米
測
る
家
事
の
主
権
は
ま
だ
わ
た
し

（
陽
子
）

官
僚
は
「
お
も
ん
ぱ
か
る
」
を
修
業
す
る
（
陽
子
）

酷
暑
で
も
「
お
か
わ
り
な
し
」
と
体
重
計
（
陽
子
）

鬼
コ
ー
チ
タ
イ
ム
を
計
る
恐
い
顔

（
白
夜
）

血
圧
を
測
る
と
上
が
る
悪
循
環

（
白
夜
）

骨
密
度
測
っ
て
び
っ
く
り
「
こ
り
ゃ
あ
か
ん
」
（
白
夜
）

謀
り
ご
と
狙
い
ど
お
り
に
い
く
も
の
か

（
美
夜
生
）

安
定
を
図
っ
て
楽
な
方
向
へ

（
美
夜
生
）

反
省
す
朝
晩
測
る
時
だ
け
は

（
美
夜
生
）

自
由
題

沖
縄
の
女
性
守
れ
ぬ
上
川
外
相

（
た
か
ね
）

イ
ス
ラ
エ
ル
停
戦
願
い
ス
ト
を
打
つ
（
た
か
ね
）

我
が
国
は
米
軍
基
地
あ
り
核
保
有

（
た
か
ね
）

温
も
り
は
心
支
え
る
身
の
置
き
場

（
一
美
）

夢
路
追
う
心
の
旅
路
急
ぐ
日
々

（
一
美
）

ボ
ケ
防
止
一
言
発
散
身
の
支
え

（
一
美
）

「
ド
ン
ダ
ケ
ー
」
総
裁
選
テ
レ
ビ
「
背
負
い
投
げ
ー
」

（
杜
撰
）

長
生
き
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
日
が
暮
れ
る
（
杜
撰
）

は
や
既
に
訓
練
と
い
う
名
の
戦
争
が

（
杜
撰
）

尻
餅
を
つ
い
て
母
呼
ぶ
１
０
２
才

（
陽
子
）

昼
寝
は
ね
ク
ー
ラ
ー
不
要
あ
ら
不
思
議
（
陽
子
）

背
に
朝
日
カ
ラ
ス
追
い
つ
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
陽
子
）

散
歩
道
オ
ア
シ
ス
替
わ
り
の
百
日
紅
（
白
夜
）

さ
る
す
べ
り

虫
の
音
に
そ
ぐ
わ
ぬ
暑
さ
秋
の
夜

（
白
夜
）

海
水
温
上
が
っ
て
魚
も
熱
中
症

（
白
夜
）

ミ
ン
ミ
ン
と
命
奏
で
る
九
月
だ
が

（
美
夜
生
）

老
い
て
な
お
続
い
て
い
く
の
か
愛
憎
は
（
美
夜
生
）

ド
ラ
マ
観
て
身
に
つ
ま
さ
れ
て
涙
す
る
（
美
夜
生
）

山
詠
二
首

大
橋
歳
彦

山
科
の
鏡
の
山
の
頂
で

古
代
人
の
慟
哭
聴
こ
ゆ

い
に
し
え
び
と

こ
の
山
に
父
が
創
り
し
鏡
を
ば

塚
に
埋
ず
め
し
額
田
の
悲
し
み

※
天
智
天
皇
陵
は
山
科
の
鏡
山
陵
と
も
い
う
。

鏡
王
の
娘
、
額
田
王
女
は
天
智
の
妃
で
し
た
。

万
葉
集
巻
二
に
額
田
の
挽
歌
が
あ
り
ま
す
。

読

者

文

芸

京の風景 ９月

蓮の葉に留まる赤とんぼ 山田喜彦
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ニット手作りサークル
編みたいものを編んで、おしゃべりする会

日時：１０月１日（火）10：00～12：00

会場：西京区役所・中会議室

各自編みたいものをお持ちください

連絡先：池島三千江さん TEL:075-333-4615

お茶の会
いっしょに初歩のお茶を楽しみましょう

日時：10月2日・16日 10：00～12：00

（毎月第1・3水曜日が定例です）

内容：裏千家茶道お稽古 濃茶と薄茶・お菓子

費用：1000円

会場：小島郁子さん宅（桂坂）

連絡先：小島郁子さん TEL:090-7097-3946

絵手紙教室
初心の方に丁寧に指導

日時：１０月３日（木）13:30～15:30

会場：西京区役所・中会議室

講師謝礼：1回1人500円

指導：清原巳治先生

連絡先：小島志津子さん TEL/FAX:075-331-7042

川柳の会
日頃の生活を五七五にたくします

日時：１０月８日（火）13:30～15:30

会場：西京区役所・中会議室

お題：「食」です。

連絡先：小島志津子さん TEL/FAX:075-331-7042

Eメールは 1188michiko@gmail.com 井上美智子さん

民謡の会『華』
民謡を 三味で唄って 華咲かそう

日時：１０月３日・１７日

（毎月第１・３木曜日 14：00～16：00）

会場：民謡の会「華」の会員宅

会費：２０００円 指導：伊藤隆先生

連絡先：山田政広さん TEL/FAX:075-332-0016

万葉の会
万葉集を読み学んで思いを語り合う会です
日時：10月の日程は未定。参加希望の方は

黒住さんか絹田さんにご連絡を。
会場：清水さん宅（桂坂）

又は絹田さん宅（嵐山東）
指導：黒住嘉輝さん 会費：月800円
連絡先：黒住ひかるさん TEL:075-331-9326

絹田邦枝さん TEL:075-871-6429

西京支部 ハイキングクラブ
第106回例会 衣笠山～龍安寺朱山七陵

眺望絶佳。大宮人になれます。

日時：１０月９日（水）（第2水曜日）
集合：８：３０ 阪急桂駅改札集合
コース：阪急桂＝西院＝立命大ー衣笠山ー条天皇陵他

ー龍安寺ー立命大

参加希望者は事前に大橋までご連絡ください。

連絡先：大橋歳彦 携帯:090-5052-9239 TEL/FAX:075-331-3273

ダンスサークル・フレンド
毎水曜日 中級Aクラス １４時～１４時５５分

中級Bクラス １５時～１５時５５分

専 科 １６時～１６時５５分

毎金曜日 初級クラス １０時～１０時５５分

会費：２９００円+１００円（保険代）＝３０００円

会場：中京区因幡町112・4 盟親会議室１F

指導：竹中貴一先生。上山範子先生
連絡先：竹中貴一先生 携帯：090-1440-5480

釣り同好会
組合員の吉松さんと、6月に、北小松浜に

小鮎釣りに行きました。たくさんの釣り人で

したが、すいている場所を確保し、ベテラン

の吉松さんのアドバイスで85匹の釣果でした。

天ぷらとあめ炊にし美味しく食べました。秋にはアジ釣

りに行きたいと思っています。

連絡先：藤原克東さん 携帯090-7344-9334

年輪西京編集部から「投稿」のお願い
読者の皆さん、年輪西京に投稿してください。 短歌・

俳句・川柳・詩・エッセイ・論文・論考・絵画・写真な

ど。お待ちしております。支部役員にお渡しください

直接の送り先は、編集部の大橋歳彦まで。

〒301-1112 西京区大枝北福西町４丁目1-3-106

FAX:075-331-3273

Eメール：pik uz28 8@yb b.ne. jp

卓球サークル
みんなで楽しく汗を流しましょう

日 時：10月3日(木)10日(木)24日(木)

13：00～15：00

場 所：向日市民体育館

費 用：1時間200円

連絡先：池島三千江さん TEL:075-333-4615

年金者組合西京うたうなかまたち

うたうなかまたち～第１回例会スタートです！
アコーディオンにのせ、青春時代のうた、心に残

るうた…リクエスト出し合って、楽しく元気に歌
いましょう♪

♪ 日 時：10月14日(月曜・祭日)午前10時半～12時
会 場：ほっこりサロン(ハイツ三ノ宮１階)
参加費：５００円

連絡先：山田喜彦さん TEL090-8385-5380


